





















































 本論文は全 7 章から構成されている。 
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    第 1章首先介绍本论文研究对象和研究目的。并说明在现代汉语指示词的所有用法中回
指用法的定义。 
    第 2章对相关先行研究进行整理和概括。第 1节指示词在所有用法中的选择标准。其次，
重点关注上下文指示词的选择标准。 
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一層込み入ったものになるものと予想される。(木村 2012 : 15) 
  
                                                   
2 本論文では、本文中で指示詞を議論するさい、基本的に“这”、“那”と表しているが、









は、吕叔湘 1985 が、“这” と“那”の対立を遠と近の対立であるとし、空間的な遠近を
基本としながらも、しばしば心理的な距離によっても区別されることを指摘したのに始ま


















































をするものである(白川博之 2006 : 2)。中国語では、指示詞は“这”系列と“那”系列の 2
系列があり、“这”系列は“近指”、“那”系列は“远指”とされてきた(王力 1985 : 299)。
日本語では、指示詞は「コ」系列、「ソ」系列、「ア」系列の 3 系列があり、「コ」系列は










 堀口 1978 によれば、現場指示とは、基本的には、話し手と聞き手が同一の空間を共有
する場面において、多くの場合身ぶり・手ぶり・表情などの表現行為を伴いつつ、話し手
が現に知覚していて聞き手にも知覚されるはずだとする事物を対象として指示する用法で
ある(堀口 1978 : 25)。 
 典型的な具体的としては次のような例が挙げられる。 
 
(4) A・B と小王の距離は近い。A が B に、 
A : 小王穿的这件毛衣，挺好看的呀！ 
「小王の着てるセーター、いいね」(牧野美奈子 1993 : 101) 
 
(5)甲が遠くの丘のうえにある塔を指さし、乙にはなしかける。 
甲 : 你看，那边山上有一座小塔。看见了没有？ 




 観念指示とは木村 2012 の中では「記憶指示」と呼ばれているもので、「話し手が過去に
知覚・体験した事物を、言語的なコンテクストにおいてあらかじめ言及することなく、い




る(木村 2012 : 77)」と述べており、研究者の中には牧野 1993 のように、この用法を個別






















れを指示の対象とするものであるとした(堀口 1978 : 33)。一方、庵功雄 2007 は、狭義の
文脈指示は先行詞が言語的文脈内に「義務的に」存在しなければならないのに対し、観念
指示は「もちろん先行詞が言語化されていた方が話の展開が容易になる場合が多いが、先
行詞の存在は義務的ではない」(庵 2007 : 39-40, 43)とし、実際に指示する対象が言語的文
脈に現れるかどうかではなく、言語的文脈に現れることが義務的であるかどうかで区別し















































語的文脈の双方を含めた総体である。(神尾 1990 : 8) 
 







文脈指示の場合には「先行詞(antecedent) (山梨 1992 : 4)」 (中国語では“先行语”(许余
龙 2004 : 1))と呼ぶこともある。後方指示では指すものは指示詞の後から現れるが、この






前指示」、「外界照応」(山梨正明 1992 : 4)、「直示」、「ダイクシス」、“exophora”(Halliday & 
Hasan1976 : 33)、“exphoric reference” (钱榕 2009 : 188)、“deixis”、“deictic usage”(讃井
1988 : 2)、 “当前指”(吕叔湘 1985 : 202) 、“当前指示(deictic reference)”(陈平 1987 : 84)、
“现场直指”、 “外指”等様々な名称があるが、本論文では「現場指示」という名称で統
一する。 
 指示対象の解釈が言語的文脈によってなされる用法には、「文脈照応」(山梨 1992 : 4)、
“anaphora”、 “endophora” (Halliday & Hasan1976 : 33)、“endophoric reference” (钱榕




 指示対象が指示詞よりも前の言語的文脈に現れる指示は、「前方照応」(山梨 1992 : 4)、
「逆行照応」(安藤貞雄ら訳 1997 : 2) 、“back-ward anaphora”、 “referring back(石毓智
1997 : 3)”、“回指(吕叔湘 1985 : 203)”等様々な名称があるが、本論文では「前方指示」と
いう名称で統一する。 
 指示対象が指示詞よりも後の言語的文脈に現れる指示は、「後方指示」(山梨 1992 : 4)、
「順行照応」(安藤貞雄ら訳 1997 :22)、 “cataphora / forward-pointing(陈平 1981 : 40)”、
中国語では“前指(吕叔湘 1985 : 205)”“后指(陈平 1981 : 40)”“下指(照应)(刁世兰
2006)”“预指(许余龙 2007)”等と呼ばれるが、本論文では「後方指示」という名称で統
一する。 
 指示対象が観念の中に浮かべている事物である用法は「観念指示」(庵 2007 : 43)、「観
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 第 2 章では、指示詞の選択基準として先行研究が指摘している点を紹介しながら解決さ
れていない問題点を浮き彫りにして本論文が扱う言語現象を指定する。また本論文が扱う
言語現象における指示詞選択の解明がなぜ特に必要であるのかを述べる。 






























  吕叔湘 1985 は、中国語の“这/那”の使い分けに関して次のように指摘した。 
 
    这和那，一个指近，一个指远，本是对待的。…但这和那不并举的时候，这的近指
性和那的远指性都会弱化而近于中性。近指和远指的分别，基本上是空间的，但也往往
只是心理的。因此，有同一事物，先说那，后说这的，这是由于心理距离的改变，也可










 このように、吕叔湘 1985 は“这” と“那”の対立を遠と近の対立であるとし、空間的
な遠近を基本としながらも、しばしば心理的な距離によっても区別されることを指摘した。 





























(吕叔湘 2000 : 656-658) 
                                                   
3 指示词 指示词包括指别词(作用类似形容词)和指代词(作用类似名词)两类。因为很多词兼
属于这两类，也可以把这两类合成一类。(吕叔湘 2003 : 15) 
 指示代詞 指示代詞には指示詞(その機能は形容詞に近い)と代名詞(その機能は名詞に近
い)の2種類があるが、多くの語がこのどちらにも属するため、合わせて1つとしてもよい。
(吕叔湘 1992 : 7) 
 凡例によると中国語では〔指〕は“指别词”、〔代〕は“代词”を指す(吕叔湘 2003 : 15)。
日本語訳では、中国語の“指别词”が「指示詞」、“代词”が「代詞」と訳されている(吕叔





































(吕叔湘 2003 :274-275) 
  
 崔应贤 1997 は、全体と部分という対立に“这”“那”がどう対応しているかに関して次
のような点を指摘している。 
 
    在同一语言环境里边,如果对人或事物多个现象特征的描述有总有分,需要用这两
个指示代词去指称的时候,他们在往往有特定的分工：“这”用来统指整体,“那”用来








 崔应贤 1997 はこの点が、遠近の概念と関連があることを指摘し、次のように述べた。 
 
    这种分辨，仍是建立在两者原本存在的近指远指语以基础上的。在人们的观察意识



















 木村 2012 は現場指示を、話し手が聞き手めあてに発話行為を行う「対話」と、聞き手
が存在しない、あるいは聞き手をめあてとしない、話し手一人の「独言」または「内言」




 木村 2012 によれば、現場指示用法では、「対話」において指示詞選択は次のようになさ
れている。 
 話し手にとって「近い」と認識された現場の事物は{这}で指され、逆に「遠い」と認識































のように、{这}が用いられても一向に不自然ではない4。(木村 2012 : 74-77)。 
 








 木村 2012 によれば、日本語における観念指示5では、「その節」のような慣用句的なも
                                                   
4 木村 2012 は、「ただし、次のように、空間移動の表現の場合には、たとえ独言や内言で
あっても、遠くの対象にはやはり{那}が用いられる。 
到那个楼怎么走呢？ 
[あの建物へはどうやって行くんだろう？]」と述べている(木村 2012 : 76)。 





































—―用いることができないことも指摘した(木村 2012 : 83-84)。 
 
２．４ 文脈指示  
 








間的距離 1」と称する)は指示詞の選択に大きく関わっている。時間的距離 1 は、書面の文
章であれば、テクスト間距離のことであり、音声による発話であれば、指示対象が発話さ
れてから、それが指示詞によって指示されるまでの時間的隔たりのことである。 


























(6)“This Mr. Gatsby you spoke of is my neighbor ——” I said. (The Great Gatsby) 
“你刚才提到的那位盖茨比先生是我的邻居……”我开始说。(《了不起的盖茨比》) 
「さっき君が言ったギャッツビーという人だけど、実はうちの隣に――」と僕は言い
かけた。(村上春樹訳 2006 : 35) 
 
 時間的距離 1 が大きいことにより“那”が選択されるというこの基準は、他の前方指示
に関わる様々な基準の中でも、かなり優先度の高い基準であるように思われる。なぜなら、
例(6)は英語では this が、中国語では“那”が用いられているが、小説 The Great Gatsby
全体の中で、英語の指示詞 this が中国語の指示詞“那”に訳されている唯一の例であるか
らである。 



































対象があるものは、下に挙げる 2 例 / 37 例のみにとどまった。一方、“这个词”の検索結
果の数は 1856 にのぼり、最初の 100 例をサンプルとして分析してみたところ、“这个词”
の直前に、句読点や他の語をまたがずに直接隣り合って指示対象があるものは、76 例/100
例にのぼった。 
 以上のことから、時間的距離 1 は指示詞の選択に影響を及ぼしており、時間的距離 1 が














日のこの時間)”、“下个月的这会儿(来月の今頃)” (郭玉玲 2000 : 29)といった表現も、指
示詞自体が指しているのは言語的文脈ではない。 
 




過去の時間指示については、郭玉玲 2000 の指摘のとおりである。 
 
“这 + 时间词”可以用来指代过去的现在。某事已经发生了,我们并没把说话的时刻作
为定时点,而是把谈论的那个时间定为定时点,用“这 + 时间词”来表示。“这 + 时间词”
对说话的时刻往往属于过去,但对所谈论的事来说,却是眼前发生的。换一种方法解释,



































(11) A : 你爸做什么工作? 
B1 : 明天再见! 那(*这)时候再说吧。 
B2 : 一分钟后再见! 那(*这)时候再说吧。(作例) 
 
A : あなたのお父さんは何の仕事をしているの。 
24 
 
B1 : 明日会いましょう。そのときにまた話しましょう。 















(12a)我 20 年前在日本认识了我老婆，这是我人生中最重要的一件事。 





























(14)光 : このままどっか行こうか。そしたら、ずっと一緒にいれるでしょ。 
未知 : そうしたいけど……。親にね、辞表を出せって言われてるの。そうするしかな
いのかな。(魔女の条件) 
光 : 我们就这样到什么地方去吧。这样就能一直在一起。 














































(12a)我 20 年前在日本认识了我老婆，这是我人生中最重要的一件事。 

































(14)光 : このままどっか行こうか。そしたら、ずっと一緒にいれるでしょ。 
未知 : そうしたいけど……。親にね、辞表を出せって言われてるの。そうするしかな
いのかな。(魔女の条件) 
光 : 我们就这样到什么地方去吧。这样就能一直在一起。 




































































































(19)A : 我们还是保持一点距离吧。 
B : 为什么? 为什么要说{这/那}种话?(作例)  
 










































































 丁启阵 2003 は肯定 / 否定について次のように述べている。 
 
    “这”、“那”两个系列的词本身都不含有肯定或否定的意思。这里这一组概念，指
的是语句环境的一种评判倾向。例如下面三个句子: 
 A. 这样很好。 
 B. 这样 (那样) ．．．．．．不太好。 
34 
 
 C. 那样不好。 
    A、B、C 三个句子分别代表了肯定、介于肯定否定之间、否定三种评判倾向。这三
种倾向的句子， 跟“这”、“那”系列之间有着这样的对应关系: A 类句即肯定句更适宜






 A. 这样很好。 
 B. 这样 (那样) ．．．．．．不太好说。 

















                                                   
6 ただし、丁启阵 2003 がこれを主張するにあたって挙げた例文の中には、“(70)你来看我？














“这样很好。”86 例、“那样很好。”4 例、“这样不好。”78 例、“那样不好。”15 例となった。
(文学、2015 年 12 月 12 日調査) 
这样很好。 86 那样很好。 4 



































2004 は、“这么”“那么”が否定の副詞と共に使われる場合の使用に関して、① 不 + P
指 + W、② 没(有) + P 指 + W、③ P 指+ 没(有) + W (P 指は指示詞“这么”或いは“那
么”を表し、W は“谓词”或いは“名词”を表す)という三つの場合に分けて、考察し、




してみたところ、“不这么”は全部で 597 の結果が、“不那么”は全部で 2288 の結果があ
った。それぞれの最初の 100 例をサンプルとして選ぶと、“不那么”の後に形容詞7が来て
いるものは、79 例 / 100 例であったのに対し、“不这么”の後に形容詞が来ているものは
8 例 / 100 例のみで、この 8 例のうち、7 例は“简单8”という形容詞が用いられているこ
とから、“简单”を例外として扱うことにすれば、“*不 + 这么+ 形容詞”という形はほぼ
用いられないと言うことができる。 
 
 王灿龙 2004 は、“不 + P 指 + W”の W が形容詞であった場合に“那么”のみが用いら
れる理由を次のように述べている。 
 
                                                   
7 語の品詞の類別は中国社会科学院语言研究所词典编辑室(编)2005《现代汉语词典》第 5
版、商务印书馆に基づいて行った。 
8 はじめの 100 例の中で“不那么简单”という例は“不这么简单”と同じく 8 例あった。 
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    一方面,“不”既然作为否定副词,那么,它加在形容词前面就意味着该形容词表示
的性质或状态在当前语境中不存在,而近指词“这么”的语用前提就是某物“存在于当
前时间或当前空间”,远指词“那么”则相反,它的语用前提是某物“不存在于当前时间
或当前空间”。另一方面,结构“不 + P 指 + W”有一种潜在的表示比较的语法意义。
这样一来,不仅在表示当前存在与否的语义上,“不”和“这么”相互矛盾,互不相容,而
且拿同一性质或状态在同时、同地自比,既违反常理,也不合逻辑。因此,当 W 为形容词















回事。”0 例、“没有这回事。”26 例、“没有那回事。”8 例であり、総合では“有这回事。”
20 例、“有那回事。”1 例、“没有这回事。”59 例、“没有那回事。”18 例であった。 
 
(文学、2015 年 12 月 13 日調査) 
有这回事。 40 有那回事。 0 
没有这回事。 26 没有那回事。 8 
 

























                                                   











有这回事。 20 有那回事。 1 












(25) “...you'd only have to whisper a hint to Time, and round goes the clock in a 
twinkling! Half-past one, time for dinner!” ... “That would be grand, certainly,' said 
Alice thoughtfully: 'but then--I shouldn't be hungry for it, you know.” (Alice’s 












(14)’ 光 : このままどっか行こうか。そしたら、ずっと一緒にいれるでしょ。(魔女の
条件) 
















(26) Every one suspects himself of at least one of the cardinal virtues, and this is 






はその数少ないうちの一人だ。(村上春樹訳 2006 : 113) 
 




 刁世兰 2005 は“那”にも後方指示用法があるという立場をとり、次のように述べた。 
 
  在特定的语境中，“这”、“那”都既可以用于句子内部的下指照应，又可以用于篇
章中的下指照应。(刁世兰 2005 : 80) 
                                                   
10 “那么”は、前方の文脈を受けて結果や判断を表わす節を導く用法は接続詞とされてい







刁世兰 2005 は、“那”が後方指示に用いられる場合について次のように述べた。 
 
(二) 在句子内部，“那”单独用来表示与下文所指相同的，通常以“那 + NP”的形式
出现: 
 
    (27) 我又想起了鲁迅先生的那句话: 吃的是草, 挤出来的是奶。 
    (28) 还是老祖宗那句话说得好――唯女人与小人难养也。 
    (29) 那个金属般的声音再次刺痛了将军的耳鼓――“将军,什么时候,我们才能重返
阿兰岛?”(赵琪《重返阿兰岛》) 
 
  “那 + NP”用于下指,所指代的内容要么是谈话双方皆知(或者说话者主观上认定
对方知道)的信息,要么是在过去的某一个时间点上将要发生的事情。(刁世兰 2005 : 81) 
 
(二) 文の内部で、“那”が単独で後方の文脈の指示対象と同じことを示すときには、


























れに似た議論は劉驫 2010 においてもなされており、次に挙げる。 
 談話モデル理論を用いて“那”の文脈指示と観念指示を分析した劉驫 2010 は、吕叔湘
1985 が文脈指示用法において前方照応の場合“这”“那”いずれも用いられるが、後方指
示の場合“这”しか用いられないという説に対して、高芃 2007 が挙げた反例を引用した。 
 
(30)肖凯 只能 拿那几句‘置死地而后生’，‘不入虎穴焉得虎子’来安慰自己。 
『我们都是陌生人』 
肖凯は ただ あの「乾坤一擲」や「虎穴に入らずんば虎子を得ず」のようなことばで









                                                   














































(32) “— And we’ve produced all the things that go to make civilization — oh, 




科学や、芸術や、そういう何もかもを。そうだよな？」(村上春樹訳 2006 : 32) 
 






















式标记就是: 那 / 这。拿例(59)为例，在所引文字之前，话题是笼统的,“带有疯牛病毒的
法国牛已出口到英国”,只捎带提及有一头在法国出生并潜伏着疯牛病毒的牛已出口到英
国。该疯牛还未成为话题,这时只能用“那”指代，而“那头牛……被诊断患有疯牛病”一句，
就确立了它的话题地位,因此，接下去就改为用“这”指代了(丁 2003 : 30)。 
 






















    新旧信息的对立即和上文相关程度高低的对立。上文提及的对象，和上文的相关程
度很高，表现为旧信息；相反，上文没提及突然引进篇章的对象和上文的相关程度很低，
表现为新信息。旧信息通常用“这”系词语来指称；新信息通常用“那”系词语来指称





































































































































 話者の好意的 / 非好意的感情よりも、話者が、自分が指示対象に組み込まれることを示
そうとしているか否かという態度の方が指示詞の選択基準として優先度が高い。 



















 時間的要素 1 から次の規則(a)(b)が得られる。 
(a) 時間的距離 1 が大きければ“那”を用いる。 
(b) 時間的距離 1 が小さく停頓がゼロに近ければ“这”を用いる。 







 前方指示 / 後方指示から、次の規則(g)が得られる。 
(g)後方指示であれば“这”を用いる。 






























































(40) 1930 年，他在 50 岁生日那天独自一人出发去格陵兰岛探险，检查空投的补给品。
(CCLM) 









Ⅴ．規則(c) 未来、現在の過去の時間を指す場合には“那”を用いる VS 












































Ⅹ．規則(b) 時間的距離 1が小さく停頓がゼロに近ければ“这”を用いる VS 
規則(h) 指示対象が話題成分としての地位が確立していない場合“那”を用いる 
 
(45) 我自己的脸也涨得通红，像被热带的太阳晒过那样。(The Great Gatsby) 
そう言われて僕の顔まで、まるで南国の太陽に焼かれたみたいに熱くなってしまった。(村
上春樹訳 2006 : 161) 
 











对它们还远远不如对待我自己的私事那样关心。(The Great Gatsby) 
しかし、話はぜんぜん逆で、僕にとってそれらは、何かと慌ただしい夏の日々に起こ









ⅩⅢ．規則(g) 後方指示であれば“这”を用いる VS 
56 
 


































































































 a > d、a > e、c > b、c > e、c > g、h > b、h > e、g > h (優先度がより高い > 優先
度がより低い)  
 
















































































































た。本論文は、第 3 章では、指示対象が相手の発言であるものを詳細に検討し、第 4 章で
は、指示対象が自分の発言であるもので、指示対象を単独の指示詞で指す場合を取り出し
て詳細に検討する。 















































その一つに陈艳芳 2005 がある。陈艳芳 2005 は、中国語の指示詞選択について、他者の話
した話あるいは持ち出した事柄を指す場合、賛同や承諾の態度をとるときには“这”を用
い、…相手の言った話に対して異なる見方を持っており、相手が表現した観点と一定の距































































































































  次に、突然恋人から別れ話のような発言を受ける場面を見てもらいたい。 
 
(5)A : 我们还是保持一点距离吧。 
B : 为什么? 为什么要说{这/那}种话?(作例)  
 


























“{这/*那}跟你不相干，二点!” 七点说。('That's none of YOUR business, Two!' said 












































































解決できない。(飯塚容訳 2000 : 81) 
 
 上の例でも、話者が相手の発言を軽くあしらい、共に考える姿勢を示そうとしないので
                                                                                                                                                     
 
   I think he hardly knew what he was saying, for when I asked him what 
business he was in he answered: “That’s my affair,” before he realized that it 












































(12)谁从烟囱里下去?――不，我不去! 你去吧! ――{*这/那 }15我才不干呢!( That I 
won't, then!) ――得叫比尔下去――嗨，比尔! 老爷说你得从烟囱里下去! (Alice's 












































































































































































许琪: {*这/那}我也不怕。只要你在这儿，我就有信心。(唐山大地震、第 26 話、32 分












  (23) “承蒙你一片好意。”嘉莉说，被这个代理人的极端热忱感动了。“我很愿意来
的。不过，我想我还是按章付费。我可不想--” 
“你根本不用担心{这/?那}个(You need not trouble about that at all)，”威瑟斯先生打
断了她。“我们可以把{这/?那}事安排得让你完全满意，什么时候都可以(We can arrange 




给你一张这种房间按我们的规定价格收费的收据。” (Sister Carrie) (Theodore 











































































































示の相手に属するモノを指す場合において述べている「対立的視点の有標性(木村 2012 : 
69)」、すなわち、「包含的視点がより常態的な状況としてあり、対立的視点は有標的状況












 杨玉玲 2006 は文章中で、前方で述べた指示対象を単独の指示詞で指示する場合につい
て、指示対象が陳述であるか(以下「コト指示用法」と呼ぶ)、それとも名詞性成分である
か(以下「モノ指示用法」と呼ぶ)を分析し、表 1 のような統計結果を示している。 
 
表 1 “这”和“那”回指用法对比(“这”と“那”の前方指示用法の対比) 
  这 那 比例(割合) 
コト指示用法 1337 ( 69. 2% ) 56 ( 33. 8% ) 23 : 1 
モノ指示用法 597 ( 30. 8% ) 110 ( 66. 2% ) 6 : 1 
(出典 : 杨玉玲 2006: 35) 
 










                                                   






表 2 “这是…”、“那是…”の場合 
 这 那 
コト指示用法 95 例 67 例 
モノ指示用法 5 例 33 例 
 
 杨玉玲 2006 は、コト指示用法全体から見て、“那”は“这”に比べずっと少ないことを
指摘しており(杨玉玲 2006: 35)、その指摘は正しいであろう。しかし、それと同時に、表




ではないものを指示する場合であるとしたが(杨玉玲 2006: 36)、表 2 の“那”のコト指示







 杨玉玲 2006 は、モノ指示用法の場合、“这”の指示対象は主に定成分で、“那”の指示
対象は主に不定成分であるとした17(杨玉玲 2006 : 35-38)。杨玉玲 2006 は、定と不定の判
断を陈平 1987 の研究に基づいていると述べており(杨玉玲 2006 : 37)、また名詞性成分の
前方指示を扱った節のまとめの部分で次のように述べている。 
 




























 (一)、BCC にて、＜動詞＋“一个” ＋名詞＋“。/，”＋“这就是”＞ 18と、＜動詞＋“一
个” ＋名詞＋“。/，”＋“那就是”＞19を検索すると、指示詞が前方の不定の名詞性成分




                                                   
18検索式は「v一个 n[。 ，]这就是」である。 
19検索式は「v一个 n[。 ，]那就是」である。 
20 ＜動詞＋“一个” ＋名詞＋“。/，”＋“这就是”＞の検索結果、及び＜動詞＋“一个” 














































































































































































































































































































































































































は 33 例であった。そして 33 例のうち 22 例まで、最初に取り上げた例(1)や、下の(16)-(19)
が示すように、“有”の前に、副詞“还(6 例)”“只(6 例)”“也(3 例)”“却(2 例)”“至少








                                                   
22 “这就是……”と“那就是……”を CCLM で検索すると、それぞれ“这就是……”が




































































れている例は 89 例、“那”が用いられている例は 397 例あるが、動詞“有”の前に“还”
26と“只”27が置かれている例の数は、“这”の場合、それぞれ 14 例と 12 例であるのに対
し、“那”はそれぞれ 98 例と 98 例であり、割合としても、この形式で“这”が用いられ
ている場合には、動詞“有”の前に“还”或いは “只”が置かれている例は約 29%に過









25検索式は「有一个 n[。 ，][这 那]」で、検索結果 959 例のうち、重複例を消去し、単独
























































































































































分けられ(木村 2012 : 64-65)」、「話し手にとって『近い』と認識された現場の事物は{这}













































































































































                                                   














我 我这个人 *我那个人 
你 你这个人 *你那个人 
他 他这个人 他那个人 
(徐丹 1988 : 129) 
 
杨玉玲 2010 は、徐丹 1988 のこの研究を引用し、その通りだと述べて、一人称と二人称
の数例を挙げ、その例では“这”に置き換えられないと述べるにとどまっている。(杨玉玲







































































一方、NP が身体の一部分のように不可分な場合、第 1 人称すなわち話し手自身に属
するものは常に話の場にあり、しかも話し手から近いはずで、話の場になかったり、
あるいは遠くにあるという状況は考えにくいので、原則により、「那」は使われにくい




                                                                                                                                                     
けを加えたニュアンスが読み取れる、つまり“书”の内容などの何らかの具体像が話し手
の頭の中に浮かんでいて、あたかも指で指しているかのようであると指摘している(史隽
2012 : 52-53)。史隽 2012 は指示詞の使い分けについては述べていない。 
30 牧野 1993 は「テクスト内的指示」の原則を次のように記している。 
指示対象が発話の場にある→「这」 
指示対象が発話の場にない→「那」(牧野 1993 : 101) 
31 牧野 1993 は「テクスト外的指示」の原則を次のように記している。 
発話の場における距離が近い→「这」 








































































0 例で、“你那个人”は 2 例のみで全て所属関係であった。したがって、一人称、および二
人称の代名詞が単数である場合、徐丹 1988 の述べるとおり、この構造において“那”の
使用は排除されるといってよいだろう。一方、“我们那些人”“你们那些人”の用例を検索
してみたところ32、“我们那些人”は 2 例あり、1 例は所属関係であるので、同格関係で









































































































ーが 10 人だとして、発話現場にいるのが 3 人から 5 人の場合には“这/那”の両方が使用
可能で、今発話現場にいる人の共感を重視する場合には“这”が、当時の情景の回想を重
視したり、その場にいない人が[対象人物]には含まれることを表現しようとしたりするな
ら“那”が選択される。発話現場にいるメンバーが 10 人中 6 人以上になると、“这”が選
択されやすい。さらに、[対象人物]のメンバーの全体数に対する現場にいるメンバーの数
の割合というよりも、絶対的人数の方が重要視されるようである。というのは、[対象人物]
のメンバーの全体数を 10 人ではなく 100 人として設定しても、そのメンバーのうち発話
現場に 10 人或いは 20 人いれば(割合でいうと 1 割か 2 割にすぎないが)、10 人中 5 人いる
場合の感覚とさして変わらないということであるからである。また、[対象人物]のメンバ
ーが均質的であれば、その場にいない人のことよりも、その場にいる人の方が重視されや







































(10)[A には 20 人の仲間がいる。B は A と 20 人の仲間に英語の翻訳を手伝ってもらい














































































































































 你们真吵闹。 (あんたたち本当騒がしいわね。) 
?你们这些人真吵闹。 (あんたたち本当騒がしいわね。) 

















































































































































































































班长 a : “你们那些人都不是好东西。”  
班长 b : “你们那些人才都不是好东西。”  
 
学級委員 a : お前たちはみんなろくでなしだ。 











(24) [b が A 学級の教室の中に入っている。教室の中は全て A 学級の生徒たちで、B
の学級の人たちは教室にいない。] 
 
学級委員 a : “你们那些人都不是好东西。”  
学級委員 b : “你们这些人才都不是好东西。”  
 
学級委員 a : お前たちはみんなろくでなしだ。 





































































































































































































(30)[A は C のことを知っている。遠くにいる C を見ながら A は B に向かって話す]  
(30a) A : “{*这/那}个人 学习很好。” あの人は勉強がよくできる。 
(30b) A : “他学习很好。”彼は勉強がよくできる。 
(30c) A : “他这个人学习很好。”彼という人は勉強がよくできる。 
(30d) A : “他那个人学习很好 。”彼という人は勉強がよくできる。  
 
 上の例では、(30a)の“那”、(30b)(30d)が全て成立するのは当然のこと、話者 A は遠く
にいる C を見ながら(30c)のように、“他这个人”を使用して評価を述べることができる。
しかし、その場合、“他这个人”は遠くにいる C を現場指示的に指しているのではない。
遠くにいる C はたまたまそこにいるにすぎない。その証拠に、C を見ながら“他这个人”
と言うことはできるが、遠くにいるCを指さしながら“他这个人”と言うことはできない。
遠くに C が見えることは、A が C の話をするきっかけにはなっているかもしれないが、そ
れだけで「三代＋D+N」が現場指示的に使用されているとは限らない。話者はその現場に
いる C を指さしているのではなく、頭の中にある C の像或いは言語的文脈に登場した C
を指している場合がある。ただし、「三代＋D+N」という構造を用いるには、前方文脈で





(31) [ A は、発話現場に現れた全く知らない C について B に尋ねる] 
(31a) A: “那个人是谁？”(A から遠い場所に C がいる) (「あの人は誰？」) 
(31b) A: “这个人是谁？”(A から近い場所に C がいる) (「この人は誰？」) 
(31c) A: “他是谁？” (「彼は誰？」) 
(31d) A:*“他这个人是谁？”( *「彼って誰？」) 







(32) [ A と B が一緒に勉強をしていると、その場にいる C が場違いに大声で長時間歌
い続けている。A が B に話しかける。] 
A:“他那个人怎么一直在那里唱歌？”(彼はなぜずっとあそこで歌っているんだ？) 
 









(33) [A は C のことを知っている。A は偶然 C をみかけて、B に向かって言う] 
(33a) A : ?“哎哎哎，她这个人是林志玲啊!” 
(33b) A : ?“哎哎哎，她那个人是林志玲啊!” 





(34)[A は C のことを知っている。A は偶然 C を見かけて、B に向かって言う] 
(34a) A : “哎哎哎，这个人是林志玲啊!” (A と C は近い) 
「あれれ、この人リン・チーリンだよ！」 
(34b) A : “哎哎哎，那个人是林志玲啊!” (A と C は遠い) 
「あれれ、あの人リン・チーリンだよ！」 
                                                   
34 史隽 2012 は、「N1＋指示詞＋N2」構造の場合は明らかに話し手によって N1への主観的
評価のニュアンスが感じられる、と述べている(詳しくは 5.2.1 参照)。 
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(35) [A、B、C はクラスメートで、3 人で会話している] 
B : (C に向かって)我们快要高考了，你倒每天去游戏厅玩儿，你想什么呢？ 
A : (B に向かって)你别看他像不良少年，其实他｛这/*那｝个人学习很好。 
 
B : (C に向かって)俺たちそろそろ大学入試だっていうのに、お前は毎日ゲームセンタ
ーに遊びに行って、何を考えているんだ？ 






(36)[A、B、C はクラスメートで、A はゲームセンターで遊んでいる遠くの C を見て、
B に言う。] 
B : (C を見ながら)我们快要高考了，但，你看，他每天去游戏厅玩儿，他想什么呢？ 
A : (C を見ながら)你别看他像不良少年，其实他｛这/那｝个人学习很好。 
 
B : (C を見ながら)俺たちもうそろそろ大学入試だっていうのに、見ろよ、彼毎日ゲー
ムセンターに行って遊んで、何を考えているんだ？ 
















(37)[C が B に対してとても失礼なことをした。その場にいた A が、B に対して次のよ
うに述べる。] 
A : 他这个人不懂事儿。你别跟他计较。(彼って分別がない。彼のこと相手にしないで。) 





念的指示を行って、その場にいないかのように扱うことで、A がわざと C と距離をおき、
B に対して「私はあなたの見方だよ」という気持ちを表現できるからである。 
 以上、単数の三人称代名詞の場合について、発話現場に C いる場合について、A と C の
距離が近い場合、遠い場合、また近くにいる C を意図的に無視していないかのように扱う
場合の例で、指示詞がどのように使い分けられているのかを見た。 














(38) [A が歌手である B に対して、コンサート会場に集まっている C について述べる] 
(38a) A : 他们这些人都是你的铁杆歌迷。 
(38b) A : 他们那些人都是你的铁杆歌迷。 
(38a/b) A :彼らはみなあなたの忠実なファンです。 
 
 上の例で、A が、発話現場であるコンサート会場に集まっている C について述べている
のが明確である場合に、(38a)も(38b)も、“他们”は発話現場にいる人たちだけを表してい
ると理解され、(38b)のように“那”を用いると、C のメンバーの一部が発話現場にいない
と理解されるのではなく、話者と C との距離が遠いと感じられる。 
 また、現場的に指示する場合には、話者と C との距離が指示詞の選択基準となり、話者
が C に対して否定的態度を抱いているか、肯定的態度を抱いているか、という点は指示詞
の選択基準として話者と C との物理的距離より優先されることはない。次のような場面を
見てもらいたい。(39)-(43)はいずれも、話者 A が受信者 B に向かって述べていることとす
る。 
 
(39) [A は、コンサート終了後、C が皆でゴミ拾いをしているのを目にする] 
(39a) A :他们这些人真了不起！ (A と C は近い) 
(39b) A :他们那些人真了不起！ (A と C は遠い) 
(39a/b) A :彼らは本当にすごい！ 
 
(40) [A は、コンサート終了後、C が乱闘騒ぎを起こしているのを目にする] 
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(40a) A :他们这些人太过分了！ (A と C は近い) 
(40b) A :他们那些人太过分了！ (A と C は遠い) 
(40a/b) A :彼らはひどい！ 
 
 現場的指示では、(39a)(39b)のように肯定的な感情を抱いているか、(40a)(40b)のように












(41) [A は、コンサート終了後、C1 が皆でゴミ拾いをしており、C2 が乱闘騒ぎを起こ
しているのを目にする。C1 と C2 は A から近く、等距離に位置している] 
(41a) A : 他们这些人真了不起！他们那些人太过分了！ 
(41b) A : 他们这些人太过分了！他们那些人真了不起！ 
(41a) A : 彼ら(C1 を指す)は本当にすごい！彼ら(C2 を指す)はひどい！ 





C2 が共に A から等しく近い位置にいる場合には(42a)のように“他们这些人”を、C1 と




(42) [A は、コンサート終了後、C1 が皆でゴミ拾いをしており、C2 が乱闘騒ぎを起こ
しているのを目にする。C1 と C2 は A から等距離に位置している] 
(42a) A : 他们这些人真了不起！他们这些人太过分了！(C1とC2はAから等しく近い) 
(42b) A : 他们那些人真了不起！他们那些人太过分了！(C1とC2はAから等しく遠い) 







(43) [A は、コンサート終了後、C1 が皆でゴミ拾いをしており、C2 が乱闘騒ぎを起こ
しているのを目にする。C1 は C2 よりも A から離れたところに位置している] 
(43a) A :  他们那些人真了不起！他们这些人太过分了！ 
(43b) A : * 他们这些人真了不起！他们那些人太过分了！ 




































 ここでは、C が発話現場にいない場合、また、C が発話現場いたとしても、話者はその


































































































































っぽくて、卑俗で、つまらない女なのだから。(宮本陽吉訳 1975 : 67) 
 




                                                   
35文脈指示用法において、後方指示で“这”が用いられるのは、話者の注意がこれから述































































































(54)[A は C と面識がない。C は B の友人である。A は、しばしば B から C を称賛す
る話をきいている。A は B に向かって、C のことを述べる] 
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A : 你很幸福。他(  )个人生性欢快、有趣，是个很好的好人。 
A : 君は幸せ者だ。彼って天性が晴れやかで、面白くて、とってもいい人。 
 
(55)[ A は C と面識がない。C は B の友人である。A は、しばしば B から C の悪口を
きいている。A は B に向かって、C のことを述べる] 
A : 你很可怜。他(  )个人生性阴郁、无趣，是个很不友善的人。 




ブ話者にインタビューすると、(54)の例で“这”を使用するのは、話者 A は、C を自分た
ち(A と B)の仲間とみなしているためであり、(55)で“那”を用いるのは、話者 A は、自
分と B を仲間とみなし、C を自分たち(A と B)から遠ざけて部外者の人として扱おうとし
ているため指示詞は“那”がより自然である。 
 (54)(55)の例では、C は B の友人という設定を行ったが、次に、C は B の夫という設定
に変えてみる。 
 
(56)[A は C と面識がない。C は B の夫である。A は、しばしば B から C を称賛する
話をきいている。A は B に向かって、C のことを述べる] 
A : 你很幸福。他(  )个人生性欢快、有趣，是个很好的好人。 
A : 君は幸せ者だ。彼って天性が晴れやかで、面白くて、とってもいい人。 
 
 この場合、C が B の友人の場合と同様に、多くのネイティブのインフォーマントは、話
者 A は、C を自分たち(A と B)の仲間としてみなして“这”を用いる。ただし、あるネイ
ティブ話者によれば、当然友人の場合と同様に A と B と C 共に仲間とみなして“这”を
用いることができるが、C が B の夫であるという特別な関係ゆえに、話者 A が、自分は B
と C の中には入り込めないと感じて、A が一方、B と C が他方とみなす、つまり話者と受
信者の包合方視点に立つのではなく、対立型視点に立つのであれば、指示詞は“那”を用
いると述べた。したがって、“那”を使っているからといって、必ずしも、話者が C に対



































































































































































































C と親交が厚くない / 
C を部外者とみなす 
C と親交が厚い / 
C を仲間とみなす 














































































































































































































Ⅰ． 基準(e) 話者が指示対象に組み込まれることを示そうとする場合は“这”を用いる 
VS 基準(j) 話者が指示対象を相手ほど重視していないことをはっきり示す場合には
“那”を用いる 
                                                   
























































































(2)Imagine that one day you are out for a walk in the woods. Suddenly you see a 
small spaceship on the path in front of you. A tiny Martian climbs out of the 
spaceship and stands on the ground looking up at you . . .  
  What would you think? Never mind, it's not important. But have you ever given 
any thought to the fact that you are a Martian yourself? (Sophie’s World) 
(Translated by Paulette Mφller1996 : 16) 
    请你想象，有一天你去树林里散步。突然间你看到前面的路上有一艘小小的太空船，
有一个很小的火星人从船舱里爬出来，站在路上抬头看着你⋯⋯ 
    你会怎么想？算了，这并不重要。但你是否曾经想过你自己也是个火星人？(苏菲的





























































  基準(h)指示対象が話題成分としての地位が確立していない場合“那”を用いる 
 
 この対立は、小野 2013 で既に検討されており、(e)(h)が対立した場合は、(h)の規則の方
が優先されるという結論が出されている(小野 2013 : 74)。 
 













































































































































            (l)より(f)を強調する場合 
 
                        (f)より(l)を 

















































































































































 これに類似した点として、英語では、大竹芳夫 2009 は相手の謝罪や感謝に対する応答




















の高 /低」という基準と、“ it/that”の使用の違いを生じさせていると Kamio and 
Thomas1999 及び大竹 2009 が主張する「既獲得情報/新獲得情報」という基準は異なって
いる。しかし、この一見全く別の土俵に立っているように見える二つの選択基準から、中
国語の“这/那”と英語の“it/that”という対立同士が、互いに平行的であると言える現象
を数多く生み出される。たとえば、Kamio and Thomas1999 は英語の“I’m glad to hear it.”
や“I’m sorry to hear it.”のような慣用的な表現では、実際には「新獲得情報」であるもの
を「既獲得情報」として扱い “it”で指すことができることを指摘し、それは話者が相手に
告げられた知らせに自分のことのように誠実に参加していることを示すためであるとして
いる(Kamio and Thomas1999 : 300)。Kamio and Thomas1999 は「新獲得情報」を it で
指す例外として、次の例を挙げている。 
 
(1) A: My daughter Paula has been offered an excellent job at a school in Virginia. 







 Kamio and Thomas1999 は、例(1)について、「B が、娘の業績に満足する親 A の満ち足
りた気持ちに自分のことのように参加していることを示すために it を用いている(Kamio 








































It is that 節構文は聞き手には同定しがたい事情を話し手が解釈して説明することから、
謝罪の弁解、弁明や言い訳を提示する場合にしばしば用いられる。……It is that 節構
文は単なる思い付きを相手に伝えるのではなく、話し手が先行情報を発話に先立って
十分に認識処理したうえで解釈を断言する。このことから相手を納得、安心させる談
話機能が発生する(大竹 2009 : 68-70)。 
(4) “Nothing’s any different that it was a minute ago.”“I know that,” he 
assured me. “It’s just that this time I’ve lowered my standars.”(Reader’s 
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